
■
対
象
者

　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30
日
）
に

お
い
て
香
南
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
世

帯
全
員
の
令
和
４
年
度
の
住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。

※

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶

　

養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯
は
支

　

給
対
象
外
と
な
り
ま
す

　

②
家
計
急
変
世
帯

　

①
の
ほ
か
、
令
和
４
年
１
月
〜
12
月

ま
で
の
家
計
が
予
期
せ
ず
急
変
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
。

■
給
付
額

　

１
世
帯
当
た
り
５
万
円

（
一
回
に
限
り
支
給
）

　  

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
に
つ
い
て

■
申
請
手
続
き　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　

手
続
き
の
案
内
（
振
込
口
座
や
支
給
要

件
等
の
確
認
書
類
）
を
１２
月
上
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。
内
容
を
確
認
後
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

　
　

申
出
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

期
限
内
に
福
祉
事
務
所
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
DV
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
へ　

　
　

配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴
力
等

を
理
由
に
避
難
し
、
住
民
票
を
移
さ
ず
に

香
南
市
に
お
住
ま
い
の
方
も
受
給
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
福
祉
事
務
所

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

　
　

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

　
　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
１
週
間

は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。
犯
罪
被
害
に
遭
っ

て
し
ま
う
と
、
犯
罪
そ
の
も
の
に
よ
る
直
接
的
被

害
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
無
理
解
な
言
動
や
誹
謗

中
傷
等
の
二
次
被
害
で
、
働
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
、
転
居
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
精
神
的
・
経
済

的
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

高
知
県
で
は
、
高
知
県
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

に
関
す
る
指
針
を
策
定
し
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
へ
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
　

香
南
市
で
は
福
祉
事
務
所
に
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援

機
関
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

高
知
県
で
は
、
重
大
な
犯
罪
被
害
に
よ
っ
て
、
生

命
や
身
体
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
遺
族
の

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
犯
罪
被
害

か
ら
の
回
復
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

福
祉
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

福
祉
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

犯罪被害により生じた費用で、他の公的
支援の対象とならない費用 引越しを行った事業者に支払う費用 再提訴時に裁判所に支払う事務手数料

犯罪被害日から２年を超えていないこと 犯罪被害日から１年を超えていないこと 再提訴日から２年を超えていないこと

項目

補助上限額

対象経費

申請期限

対象となる方

生活資金の補助 転居費用の補助 再提訴費用の補助

死亡30万円
重傷病・性犯罪10万円 20万円 32万円

①犯罪被害によって死亡した被害者の遺族
②犯罪被害によって負傷又は疾病を負った被害者で、１カ月以上の加療かつ通算３日以上の入院が必要（精神的な疾病 
　で３日以上の労務不能）であると医師に診断された方
③性犯罪の被害に遭われた方

あ
な
た
の
身
近
に
も
悩
ん
で
い
る
方
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

犯
罪
被
害
者
等
支
援
事
業
費
補
助
金

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
は
相
談
を

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、福
祉
事
務
所
ま
で

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※

当
給
付
制
度
に
つ
い
て
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
◀

※

高
知
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度

　

に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
▼

▼高知県犯罪被害者等支援事業費補助金

専
用
窓
口　

☎
５
０-

３
０
２
８

クローズアップ！クローズアップ！クローズアップ！

■
定
員　

３
０
０
名（
先
着
順
）

　

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡       

　
　

大
防
止
の
た
め
、
座
席
を
指
定
さ
せ

　
　

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

　
　

だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は
マ
ス
ク
の

　
　

着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

■
申
込
締
切
日

　　
令
和
４
年
12
月
23
日(

金)

■
申
込
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
が
必
要
で
す

　　

　

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、人
生
１
０
０
年

時
代
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
長
寿
高
齢
化

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
人
生
の
最

終
段
階
で
は
70
％
以
上
の
方
が
、
自
分

の
意
思
を
表
せ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
、
望
ま
な
い
医
療
を
受
け

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
も
し
自
分
や
家

族
が
そ
う
な
っ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な

医
療
を
う
け
た
い
の
か
、
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
一
緒

に
学
び
、考
え
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日
時

　　
令
和
５
年
１
月
22
日
（
日
）

　　

13
時
〜
14
時
30
分

　　

※

開
場
12
時
30
分

■
開
催
場
所

　　
夜
須
公
民
館　
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

■
講
師

　　

高
知
大
学
医
学
部

　　

家
庭
医
療
学
講
座　　

　　

阿
波
谷　

敏
英　

教
授

高齢者

C L O S E  U
P

　

南
国
市
・
香
南
市
・
香
美
市
で
は
、医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
、最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

事
が
で
き
る
よ
う
、地
域
の
医
師
会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
講
座

「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
、を
考
え
よ
う
」

税

C L O S E  U
P

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
５
７-

8
5
１
１

一
般
社
団
法
人
土
佐
長
岡
郡
医
師
会

☎
０
８
８-

8
０
２-

5
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

石
川

☎
０
８
８-

8
６
４-

１
０
５
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

浜
田

問
高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
５
７
ー

８
５
１
０

■
受
け
ら
れ
る
控
除
は
２
種
類

①
老
齢
者
の
障
害
者
控
除

　
　

介
護
認
定
を
受
け
認
定
基
準
を
満

た
し
て
い
る
場
合
、
障
害
者
手
帳
を
取

得
し
て
い
な
く
て
も
障
害
者
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

②
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　
　

６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

り
、
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な

方
は
、
お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
確
定
申
告
時
に
添
付
す
る
書
類

●「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

●「
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
証
明
確
認
書
」

●「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」

※
初
め
て
の
時
の
み
、医
師
が
発
行
す
る「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
と
「
お
む
つ
代
の
領
収

書
」に
な
り
ま
す

■
添
付
書
類
の
申
請
方
法

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

　

②
対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

▼
申
請
窓
口

　
　

高
齢
者
介
護
課

▼
書
類
の
交
付
方
法

　
　

判
定
後
、後
日
郵
送
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
時
に
必
要
な
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
で
、税
控

除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。対
象
の
方
は
、お
早
め

に
高
齢
者
介
護
課
で
の
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
に
関
す
る
税
控
除
が

あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

障
害
者
控
除
を
受
け
る
と
き

医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き

▼障害者控除額

区　分
障害者

所得税

本人が障害者の場合

特別障害者

２７万円

住民税 ２６万円

４０万円

３０万円

区　分

所得税

住民税

障害者である扶養親族または
控除対象配偶者を有する場合

障害者

２７万円

２６万円

４０万円

３０万円

７５万円

５３万円

同居以外 同居の場合

特別障害者
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